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狗の庭で引き返しました。この年、長女は7才、次女

は4才でした。

3年前に一度、穂高をめざしましたが、頂上直下29
89roの穂高岳山荘で引き返ιています。今回は、その

リターンマッチです。長女にとっては2度目の、妻と

次女は初めての3千m峰です。

今年は、長女にlOKg弱の荷物を持たせました。色..｛.（

いいながらもかっき・通したのを見て、少しづっ成長し

ていく婆を見ました。 （親パカかな）

お盆休み（ 8月13日～16日）に、家族4人で、奥穂

高岳へいってきました。 4泊4日の旅です。

穂高連峰は、日本第3の高峰、奥穂高岳（3190m）を
盟主に、北穂高岳（3106m）、 j囲択岳（3103m）、前種高岳

(3090m）、明神岳（2931m）、西穂高岳（2908m）などから

置なり、その山すそを梓川が走り、有名な上高地を抱え

ています。

Jわが家では、 1989年から毎年、この時期に家族で登

山を楽しむこ左を恒例にしています。最初の年は、蓮

華温泉から白馬岳をめざしましたが、雨に降ちれ、天

主
島
地
か
ら
油
公
..，..、、

十
二
日
、
急
い
で
荷
物
を
車
に

積
み
込
む
。
糸
魚
川
か
ら
姫
川
を

を
遡
っ
て
、
大
町
市
へ

。
広
域
農

道
に
入
り
、
島
々
か
ら
沢
被
へ

。

二
三
時
四
五
分
着
。
こ
こ
の
村
営

駐
車
場
で
車
中
泊
。
す
で
に
駐
車

し
て
い
る
車
の
愚
被
に
は
夜
露
が

い
っ
ぱ
い
に
着
い
て
い
る
。

十
三
日
、
五
時
前
か
ら
、
タ
ク

シ
ト
を
待
つ
長
い
列
が
で
、き
て
い

る
。
六
時
四
五
分
、
や
っ
と
順
番

が
来
て
、
乗
車
。
上
高
地
の
パ

ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
河
童
橋
も
観
光
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
梓
川
も
水

量
が
少
な
く
、
川
原
が
広
い
。
八

時
、
身
支
度
を
整
え
て
、
歩
き
は

じ
め
る

0

2

．
5
凶
を
約
四
五
分
で
一
明
神

地
入
り
口
。
こ

こ
明
神
池
は
、

穂

高
町
の
穂
高
神
社
の
奥
官
に
な

っ

て
い
る
。
も
う
、
日
射
し
が
暑
ぐ

な
っ
て
く
る
。

梓
川
沿
い
の
道
は
、
時
々
聞
け

て
、
明
神
岳
が
大
き
な
姿
を
見
ぜ

る
。
3
．
5
同
約

一
時
間
で
徳
沢

着
。
こ
と
は
広
い
草
原
に
な
っ

て

い
て
、
「
氷
壁
の
宿
」
で
有
名
な

徳
沢
園
が
あ
る
。
こ
こ

の
水
場
の

川
も
、
干
上
が
っ
て
い
た
。

樹
林
を
抜
け
て
い
く
と
梓
川
を

対
岸
に
渡
る
新
村
橋
に
出
る
。

較

の
隙
間
か
ら
下
の
流
れ
が
見
え
る

つ
り
橋
で
あ
る
。
前
穂
東
壁
な
ど

を
撃
じ
る
人
た
ち
が
よ
く
利
用
す

る
。

34
回

一
時
間
十
分
で
横
尾
。

右
見
な
が
ら
、
本
谷
の
橋

へ
と
む
か

の
槍
沢
と
左
の
横
尾
谷
の
合
流
点
う
。
こ
の
橋
、
か
つ
て
は
丸
木
橋

で
あ
る
。
1
5
1
0
m
の
河
童
橋
だ
っ
た
が
、
今
は
、

験
製
に
変
わ

か
ら
1
6
2
0
m
の
横
尾
ま
で
、
っ
て
い
る
。
こ
の
嬬
の
た
も
と
が

約
1
0
M
。
多
少
の
起
伏
は
あ
る
格
好
の
休
憩
所
に
な

叩
て
い
て
、

が
、
ほ
と
ん
ど
平
た
ん
な
道
で
あ
た
く
さ
ん
の
人
が
休
ゐ
で
い
た
。

る
。
通
常
三
時
間
の
と
こ
ろ
を
間
以
前
飲
め
た
冷
た
い
満
水
も
今
は

三
時
間
半
。
子
連
れ
旅
と
し
て
は
何
故
か
飲
め
な
い
。

ま
あ
ま
あ
か
。
十

一
時
半
を
回
っ
横
尾
本
谷
は
、
こ

の
橋
の
上
流

た
の
で
、
木
陰
で
昼
食
と
す
る
。
か
ら
右
に
折
れ
、
北
穂

へ
伸
び
て

少
し
傾
い
た
橋
を
渡
っ
て
、
横
い
る
。

左
に
分
岐
し
て
い
る
の
が

尾
谷
に
入
る
。
護
岸
で
道
が
付
け
潤
沢
で
あ
る
。
急
登
が
始
ま
る
。

替
え
ら
れ
て
い
る
。
日
射
し
は
益
こ
こ
が
今
日
の
最
大
の
関
門
で
あ

々
熱
い
。
正
に
、
灼
熱
。
そ
れ
で
る
。
七
曲
り
ほ
ど
す
る
と
ょ
う
ギ

も
木
陰
に
入
っ

た
時
に
吹
い
て
く
く
傾
斜
も
緩
く
な
る
印
樹
種
が
変

る
風
は
心
地
よ
い
。

わ
り
、
樹
高
が
低
く
な
る
。
前
方

岩
小
屋
は
、

扉
風
岩
を
撃
じ
る
に
潤
沢
の
残
雪
が
見
え
は
じ
め
、

時
の
貴
重
な
基
地
だ
っ
た
が
、
す
や
が
て
ヒ
ュ
ッ
テ
の
嚇
い
屋
根
が

っ
か
り
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
見
え
て
く
る
。
も
う

一
息
だ
が
、

た
。
そ
の
扉
風
岩
を
見
上
げ
る
と
日
ご
ろ
の
不
摂
生
が
た
た
っ
て
、

登
撃
者
が
見
え
る
。
あ
そ
こ
に
い
も
う
パ
テ
パ
テ
。

れ
ば
暑
さ
も
感
じ
な
い
か
。

十

六

時
三
十
分
、

土
う
や
く
テ

樹
林
の
聞
か
ら
そ
の
扉
風
岩
を

ン
ト
場
に
つ
く
。

別
天
地

j岡
沢

t八回山t::. ,..., 

J 

・
潤
沢
の
標
高
は
、
約
2
3
0
0
m
。

四
方
ほ
ど
の
岩
原
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
ほ
中
央
に
潤
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
が
あ
り
、
環
境
庁
の

管
理
事
務
所
な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
右
手
の
山
ぎ
わ

に
は
、
潤
沢
小
屋
が
あ
る
。
正
面
に
雪
田
が
広
が
り
、
そ

の
上
に
奥
穂
か
ら
前
穂

へ
つ
づ
く
吊
尾
根
が
か
か
っ
て
い

る
。
奥
穂
か
ら
右
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
穂
高
岳
山
荘
の
屋

根
が
見
え
、
澗
沢
岳
か
ら
、
ひ
と
き
わ
す
る
ど
い
潤
沢
槍

を
経
て
、
北
穂
へ
と
稜
線
が
続
い
て
い
る
。
前
穂
は
頂
上

か
ら
北
尾
根
が
派
生
し
、

2
峰
1
8
蜂
ま
で
続
き
、
末
端

は
、
扉
風
岩
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

登
っ
て
き
た
谷

の
向
こ
う
北
東
に
常
念
岳
が
座
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一ニ

方
を
穂
高
の
峰
々

に
固
ま
れ
た
潤
沢
に
は
、
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
高
山
植
物
が
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

こ
の
テ
ン
r

ト
場
に
は
、
す
で
に
、
百
を
は
る
か
に
越
え

る
色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
ト
イ
レ

や
水
場
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
テ
ン
ト
を
設
営
す
る
。

突
然
の
夕
立
。
や
ん
だ
後
は
、
す
が
す
べが
し
い
夕
暮
れ

で
あ
る
。

潤
沢
は
、
標
高
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
物
価
も
高
い
。

3
6
0
α
の
缶
ピ

i
ル
が
、

5
5
0
円。

5
0
0
α
缶
が

7
0
0
円、だ
o

－ジ
ュ
ー
ス
も
3
5
0
円
し
て
い
る
。
ヘ
リ

で
荷
揚
一げ
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ

の
物
価
高
に
、
こ

こ
で
は
誰
も
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
な
い
。

8
月
の
今
ご
ろ
、
ベ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
が
現
れ
る
。

子
供
た
ち
は
、

テ
ン
ト
の
外
で
夜
空
を
見
上
げ
て
、
「
流

れ
星
！
」
と
い

っ
て

い
た
。

、
A

叫一叩

こ
こ
に

5
0
0
m
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快
晴
。
朝
早
く
か
ら
奥
穏

へ、

北
穂

へ
と
た
く
さ
ん
の

人
が
列
を

作
っ
て
登
っ
て
い
く
。

8
時
、
強
い
日
射
し
の
中
を
奥

穂
へ
向
け
て
登
り
は
じ
め
る
。
潤

沢
小
屋
を
経
て
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の

林
に
入
る
。
岩
で
作

っ
た
石
畳
を

護
っ
て
い
く
。
濃
紺
の
イ
ワ
ギ
キ

ヨ
ウ
が
美
し

い
。
オ
ン
タ
デ
が
赤

い
実
を
つ
け
、
チ
ン
グ
ル
マ
も
毛

を
車
状
に
ひ
ろ
げ
、
風
に
な
び
か

せ
て
い
る
。
カ
ー
ル
を
右
か
ら
左

に
石
畳
を
踏
ん
で
横
切
り
、
ザ
イ

テ
ン
グ
ラ
l
ド
の
取
り
付
き
（
2

6
5
0
m
）
へ

。
稜
線
の
広
場
に

上
が
る
と
何
人
も
の
人
々
が
休
ん

で
い
る
。

ザ
イ
テ
ン
グ
ラ
ー
ド
は
、
澗
沢

カ
！
ル
の
中
央
か
ら
穂
高
岳
山
荘

へ
直
登
す
る
、
高
度
差
3

5
0

m

地
図
上
の
距
離
5
O
LO

m
程
の
急

傾
斜
の
岩
稜
で
あ
る
刈

い
つ
も
し

ん
が
り
か
ら
遅
れ
て
つ

い
て
く
る

妻
が
、
今
日
は
先
頭
を
調
子
よ
く

撃
っ
て
い
く
。
鎖
場
が
あ
り
、
は

し
ご
を
撃
り
、
や
が
て
山
荘
が
間

近
に
見
え
て
く
る
。
鐘
を
た
た
く

音
、
が
聞
こ
え
る
。

テ
ン
ト
を
出
て

2
時
間
半
で
、

山
荘
前
に
飛
び
出
る
。
妻
と
次
女

が
、
鐘
を
た
た
い
て
広
場
に
入
っ

て
い
っ
た
。
穂
高
岳
山
荘
の
前
は

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た。
石
畳
に
設
け
ら
れ
た
1
．
5

m

程
の
円
形
の
石
の
テ
ー
ブ
ル
に
陣

取
る
。
早
速
、
缶
ピ
！
ル
と
ジ
ュ

ー
ス
で
の
ど
を
う
る
お
し
、
昼
食

を
と
る
。
三

こ
の
物
価
は
潤
沢
と

同
じ
。・

，

奥
穂
へ
向
か
う
。

’” 

5

M
程
の
は

し
ご
が

2
述
、
長
直
に
立

っ
て
い

る
。
そ
し
て
右
へ
ト
ラ
パ

l
ス
（

斜
面
の
横
断
）

。
狭
い
と
こ
ろ
で

上
か
ら
下
り
て
く
る
人
た
ち
と
僚

れ
違
う
。
ル

ン
ゼ
（
岩
の
間
の
狭

い
溝
）
を
岩
に
手
を
か
け
な
が
ら

直
登
す
る
と
、
傾
斜
が
緩
く
な
っ

て
、
核
心
部
の
終
了
で
あ
る
。

奥
徳
高
岳
の
民
上
も
た
く
さ
ん

の
人
だ
。
3
1
9
2
m
の
北
岳
を

追
い
越
そ
う
と
、
頂
上
に
積
み
上

げ
ら
れ
た
ケ
ル
ジ

の
上
に
何
人
か

い
て
、
そ
の
中
に
妻
と
長
女
も
い

た
。
思
い
思
い
に
写
真
を
取
る
。

西
穂
方
面
か
ら
来
る
人
あ
り
。
前

穂
か
ら
岳
沢
へ
下
る
と
い
う
人
も

い
る
。
穂
高
の
峰
々
は
み
な
雲
の

中
だ
。
四
五
分
も
頂
上
で
遊
ぶ。

下
り
は
、
登
り
以
上
に
慎
重
に

す
る
。

例
の
は
し
ご
で
渋
滞
し
て

し
ま
っ
た
。
上
り
と
下
り
の

2
本

の
ル
！
ト
が
必
要
な
と
こ
ろ
だ
。

下
か
ら
の
大
部
隊
を
先
に
登
ら
せ

る。

山
は
、
常
に
「
登
り
優
先
」

だ
。
最
近
ζ

の
ル
l
ル
を
わ
き
ま

え
な
い
も
の
が
多
い
。

再
，度
、
山
荘
前
で
休
む
。
相
変

わ
ら
ず
の
人
だ
。
そ
し
て
、
ザ
イ

テ
ン
グ
ラ
！
ド
を
下
っ
て
、

潤
沢

へ。

澗
沢
小
屋
で
飲
み
物
を
購
入

し
て
～
テ
ン
ト
に
戻
る
。

夕
食
の
準
備
を
し
て
い
る
と
、

テ
ン
ト
場
代
を
集
め
に
き
た
。
大

人
5
0

0
円、

了
供
3

0
0
円
。

赤
い
夕
焼
け
に
な

っ
て
暮
れ
て
い
っ

た。

十
五
日
は
、
上
高
地
小
梨
平
泊
り

な
の
で
、
ゆ
っ
く
吻
と
出
発
す
る
。

日
が
昇
る
と
相
変
わ
ら
ず
暑
い
。

連
日
の
天
気
で
す

う
か
り
日
焼
け
し

て
い
る
。
い
ろ
ん
な
人
と
追
い
越
し

た
り
追
い
越
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、

本
谷
の
橋
に
着
く
。
も
う
、
大
き
な

下
り
は
な
い
。

樹
林
に
入
っ
た
時
と

、
日
当
た
り
に
出
た
時
と
の
落
差
が

大
き
い
。
今
日
も
ま
た
、
扉
風
岩
に

取
り
付
い
て
い
る
グ
ラ
イ
マ
ー
が
い

る。
横
尾
で
昼
食
。
暑
さ
し
の
ぎ
に
缶

ビ
1
ル

（
4
0
0
阿
）
と
ジ
ュ
ー

ス

（
2
0
0
円
）
を
買
う
。

標
高
と
と

も
に
物
価
も
下
が
る。

徳
沢
の
手
前
で
一札
会
員
の
池
田
さ

ん
に
出
会
う
。
こ
料
か
ら
槍
方
面
に

行
く
と
い
う
。
所
々
の
緩
や
か
な
上

り
坂
が
、
帰
り
道
だ
は
、
精
神
的
に

嫌
に
な
る。

「よ
レ
」
と
気
合
い
を

入
れ
て

一
気
に
登
診
の
が
コ
川
ノ
と
教

支
る
。明

神
入
り
口
ま
で
来
る
と
、
も
う

、
下
界
の
に
お
い
が
し
て
く
る
。
騒

然
と
し
て
い

て
、
歩
い
て
い
る
人
の

衣
装
も
違
っ
て
く
る
。

上
高
地
の
小
梨
平
野
営
場
は
、
広

い
林
の
中
だ
。
届
け
を
し
て
か
ら
い

い
場
所
を
探
す
。
水
場
と
ト
イ
レ
に

ほ
ど
近
い
広
場
の
片
隅
に
設
営
す
る

。
先
客
の
若
者
た
ち
が
元
気
だ
。
自

転
車
の

3
人
組
が
や
っ
て
来
て
、
隣

に
テ

ン
ト
を
張
る。

障
害
者
を
含
む

親
子
。
夫
婦
連
れ
。
そ
れ
に
若
い
カ

ッ
プ
ル
。
こ
れ
が
わ
が
テ
ン
ト
の
ご

近
所
で
あ
る
。
蚊
取
り
線
香
を
賛
い

て
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
く
。
い
つ

も
ぎ
り
ぎ
り
の
食
料
計
画
な
の
で
、

最
終
日
に
な
る
と
ろ
く
な
も
の
が
残

っ
て

い
な
い
。

小
梨
一半
の
夜
は
、

わ
っ
て

い
た
。

遅
く
ま
で
に
ぎ

l』

、．，

ずつ
-

朝
の
上
高
地
は
格
別
だ
。
朝
日
が
、
木
々
の
問
か
ら
さ
し
込
ん
で
く
る
。

風
に
朝
も
や
が
揺
れ
る
。
光
も
揺
れ
る
。

梓
川
の
川
原
に
出
て
み
る
。
水
量
が
少
な
い
た
め
、
簡
単
に
中
洲
ま
で
行

け
る
。
小
さ
な
流
れ
に
小
魚
（
い
わ
な
の
稚
魚
か
）
が
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
植
物
や
鳥
の
勉
強
を
し
、
河
童
橋
で
遊
ぶ
。
パ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
昼
食
紅
な
り
、
食
後
、
タ
ク
シ
ー
で
沢
渡

へ。

逆
巻
温
泉
ま

で
戻
今
て
、
入
浴
す
る
。

鬼
無
里
か
ら
戸
間
に
ぬ
り
て
、

加
宅
す
る
。


